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概要 
 ドイツ古典主義を先導したのは、ゲーテとシラーであるが、しかし、ドイツ古典主義という大きな
世界観は、１８世紀に突然その姿を現したのではなく、その先には当然、これに先行する精神の流れ
があった。それはヘレニズムとヘブライズムだが、このふたつの精神の流れはヨーロッパの中央を流
れつづけたものであった。ヘレニズムはギリシャ精神であり、ヘブライズムは、聖書の精神世界であ
る。ドイツ古典主義は、このふたつの精神潮流の接触と合流の果てに生まれた世界観なのだから、ゲ
ーテというドイツ古典主義の頂点に位置する巨人を根源的に理解するには、ヘブライ精神の解明とギ
リシャ精神の解明が必要不可欠となる。 
そしてまた、ドイツ精神史上、ほとんど決定的な影響を及ぼしたのは、ドイツ宗教改革を先導したル
ターだが、この思想化もまた、巨大であり、そう簡単に研究し尽くせるものではない。 
そしてまた、ドイツ古典主義に先行した啓蒙主義もまた、大きな精神運動だから、われわれの関心は
この領域へも向かわなければならない。そいうわけで、ゲーテから開始されたわれわれの研究は、こ
れに先行する広大な領域へと広がることになった。 
ゲーテ自身が狭い文学を超えて、人間と社会に関するほとんどあらゆる領域に関心を示し、かつほと
んどあらゆる領域への発言をしたので、われわれもゲーテにならって、現代日本と現代世界のさまざ
まな領域への研究へと導かれ、そして発言せざるをえない状況に追い込まれている。 
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